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環境科学研究科の昭和60年度の活動

山中　　啓＊

　1。研究科の運営

　（1）教員会議および構成員

研究科の運営は，筑波大学大学院研究科教員会議規則に定められているとおり，研究科の教員会

議により行われる。すなわち，研究科長を議長とし，研究科の授業を担当する講師以上の教員で教

員会議構成員として認められた教員により組織される。本年度の教員会議構成員は表1に示す39名

である。

表一1．昭和59年度教員会議構成員

氏　　名 所属学系 氏　　名 所属学系
教授 石塚暗造 応用生物化学系 助教授 掛谷　　誠 歴史人類学系
教授 岩城英夫 生物科学系 助教授 佐藤洋平 祉会工学系
教授 梶　　秀樹 杜会工学系 助教授 囲島　　學 社会工学系
教授 川手昭二 杜会工学系 助教授 手塚敬裕 化　学　系
教授 河村　　武 地球科学系 助教授 藤井宏一 生物科学系
教授 黒川　　洗 社会工学系 助教授 前田　　修 生物科学系
教授 河野博忠 社会工学系 助教授 松下栄次 地球科学系
教授 新藤静夫 地球科学系 助教授 森下豊昭 応用生物化学系
教授 高野健三 生物科学系 助教授 安田八十五 社会工学系
教授 高原榮重 農林工学系 助教授 若林時郎 社会工学系
教授 谷村秀彦 社会工学系 講師 安仁屋政武 地球科学系
教授 中村以正 応用生物化学系 講師 天田高白 農林工学系
教授 藤原喜久夫 社会医学系 講師 大橋　　力 応用生物化学系

教授 山中　　啓 応用生物化学系 講師 熊谷良雄 社会工学系
教授 吉田冨男 応用生物化学系 講師 小泉允圏 社会工学系
教授 渡部與四郎 社会工学系 講師 国府田悦男 応用生物化学系
助教授 糸賀　　黎 農林学系 講師 小林　　守 地球科学系
助教授 岩崎駿介 社会工学系 講師 下條信弘 社会医学系
助教授 鵜野公郎 社会工学系 講師 吉川博也 社会工学系
助教授 及川武久 生物科学系
（議長山中啓）

＊昭和60年度研究科長
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　本研究科はコース制を採用せず，1研究科1専攻制を堅持しているため，研究科の運営は全構成

員の参加による研究科教員会議ですべて決する従来の基本方針（昭和53年度第1回教員会議（昭和

53年4月19日）決定）を本年度も踏襲した。定例の教員会議は毎月第3水曜日に開催することを原

則とした。8月は開催しなかったので，計11回開催した。その他，10月期および2月期の入学試験

の合否判定のために臨時に各！回，計2回の教員会議を開催した。

　教員会議とは別に，研究科長を議長とする教授間協議会を開催し，人事その他研究科の運営に関

する重要事項について意見交換を行った。定例の協議会は，修士課程委員会が開催される毎月第ユ

水曜ヨに課程委員会終了後の午後5時より開催した。

　（2）各種委員会

　研究科の運営に関し，その業務を分担するために，カリキュラム委員会，入試委員会，編集委員

会，就職委員会，実習委員会および運営委員会を設置した。各委員会の委員長および委員を表2～

表7に示す。各委員会は活発に活動を行った。その他，将来計画委員会を設置した。委員長および

委員を表8に示した。

　本年度研究科より選出された学内の委員は次のようであった。

　修士課程委員会委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩城教授

　菅平高原実験センター運営委員（修士課程選出）　　　　　　　　　　　　　　　　岩城教授

　下田臨海実験センター運営委員（修士課程選出）　　　　　　　　　　　　　　　　山中教授

　実験廃棄物処’理委員会委員（修士課程選出）　　　　　　　　　　　　　　　　　森下助教授

　教育用図書選定委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及川助教授

表一2．カリキュラム委員会

委員長　河　野　博　忠

委員石塚白告造
　〃　　中　村　以　正

　〃　　黒　川　　　洗

　〃　鵜野公郎
　・　　及　川　武　久

　〃　若林時郎
　・　　安仁屋　政　武

事務　齊　木　崇　人

表一3．入試委員会

委員長　新　藤　静　夫

委　員　糸　賀　　　黎

　〃　鵜野公郎
　・　　及　川　武　久

　・　　森　下　豊　圓召

　〃　　国府田　悦　男

事務富山慶典

表一4．編集委員会

委員長

委　員

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

事　務
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委員長

委員
　〃

〃

〃

　〃

事務

山中　　啓

鵜野公郎
田島　　學

手塚敬裕
森下豊昭
安仁屋政武

小泉允匿1
国府㎜悦男

下條信弘
伊藤真人

表一6．実験。実習委員会

委員長

委員

〃

〃

〃

事務
〃

前田　　修
梶　　秀樹
糸賀　　黎

及州武久
掛谷　　誠

手塚敬裕
松本栄次
森下豊昭
熊谷良雄
国府田　悦　男

小林　　守

下條信弘
柳

松村有二

表一5．就職委員会
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表一8．将来検討委員会
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　2。研究科教員の異動

　渡部与四郎教授（社会工学系）がユO月31日付で法政大学へ転出された。また藤原喜久夫教授（社

会医学系）が定年制により昭和6ユ年3月末をもって退官された。日召和60年4月より東京大学へ転出

された高橋正征助教授（生物科学系）は併任発令されていたが，昭和61年3月31日付で併任が解除

された。

　なお，研究科技官の柳憲一郎氏は5月31日付で北海学園大学へ転出された・後任として松村有二

氏が11月16日付で研究科技官として採用された。
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　3。学年行事

昭和60年

　4月8日午前

　　　8日～12日

　　　8日午後

　　　9日～11日

　　　11日午後

　　　ユ2日午前

　　　　　午後

　ユO月9日

　10月17日～18日

　　　25日

昭和61年

　2月3日～4日

　　　8日

　　　12日～13日

　3月25日

大学院入学式（講堂）

研究科ガイダンス

新入生に対する全体ガイダンス（Cl03）

分野別ガイダンス

顧問教官班別懇談会

2年生修論テーマ発表会（C103）

2年生対象就職に関する説明会（就職委員会）（C！03）

修論中間発表会（C103）

10月期入学試験実施

合格発表

2月期入学試験実施

合格発表

修士論文発表会（Bl07，Cユ03）教員会議における2年生の課程修了の認定

大学院修了式

　　4。入学試験

　！0月期入学試験を10月17日I，18日の2日間に実施した。第1日目は学科試験，第2日目は理科系

修士棟にて面接を行った。この方式は前年度と全く同様である。18日に臨時教員会議において合格

候補者を選定した。本年は出願者が多く，158名と過去最高に達した。受験者153名より100名を合

格候補者とした。そのうち，有職者は5名，私費外国人留学生は1名であった。

　入試の成績の記載，合計処理等はすべてパーソナルコンピュータ（FUJ1TSU，9450型）を使用し

た。プログラムの整理，’ソフトの管理をしていただいた富山技官に厚く御礼を申し上げる。上記コ

ンピュータは昭和59年度文部省科学研究費環境科学特別研究として本研究科（代表者　山中　啓）

に配布されたものより購入した。入試関係業務にとぐまらず研究科業務の電算化による効率化に今

、後も大いに寄与するものと欣んでいる。

　10月期入学試験を受験できなかった私費外国人研究生が2月期に出願したので，3名の出願者に

ついて2月期入学試験を2月3日，4日に実施した。

　10月期，2月期を合計すると，出願者総数は161名となり，研究科創立後最高の数となった。合

格候補者は103名（定員は90名），うち有職者は5名，外国人は4名であり，外国人はすべて私費外

国人留学生である。
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　5咀教育活動

　（ユ）教育体制の強化

　学生の研究指導体制を強化するために，新しく3名の助教授の研究指導の資格認定が教授削協．譲

会の議を経て、第ユ01回修士課程委鎮会（6月5口）において行われた。鵜野，及川，r舳］の3教

官である。以上の結果，研究指導の認定を受けた助教授は6名となった。

　（2）修論指導

　修論指導は本研究科の教育活動の根幹をなすものであり、最も煎要視している。1研究科1専攻

制の理念にもとづき，修論指導は研究科全体で責任をもって行っている。その具体的企幽の．1ン1案を

カリキュラム委員会において検討し，教員会議の議を経て実施した、

　2年生に対しては，4月に修論テーマ発表会を全員参加のもとに実施し，各人の取り組み方を把

握した。論文の進行状況をより詳細に把握するために中閥発表会を10月に全員参加のもとに実施

し，適切な指導・助言を行った。更に各分野毎の申間発表会を公開で実施し，分野内の複数の教官

による指導の実をあげるよう努力した。

　ユ年生に対しては，人学直後より専攻についての指導を全体ガイダンス，分野別ガイダンスを遁

じて実施し，その後個別に教官と学生が言舌し合って指導教官を定め，9月に修士論文課題を提出さ

せた。その後は定められた指導教官のもとに論文指導が行われたこ，

　　（3）論文審査

　論文審査日程は第ユ05回修士課程委員会（閉和60年ユユ月）において決定された通りに実施した、

その他研究科でとり決めた条件を加味した。

　60年12月7日　　研究科長に論文概要を提出させた。本婆件を充した学生は6ユ年ユ月！ユ日に論丈

概要と目次を事務区に提出した。これを受けて1月16日に第ユ回論文審査委員会を開催し，全員に

ついて主査・副査を決定した。清書された論文は1月31日に研究科に提出された。提出部数は椿査

一委員の数とした。提出された全論文の体裁・形式について研究科長が目を通した後，主査，副査に

配布し，論文審査のための資料とした。修土論文発表会は例年通り闘催した。講演要旨集を発行し，

2月12日，13日の2日間Cl03およびBl07の2会場にて発表会を開催した。学生は2月！4日に論文

審査願とともに論文を第2事務区に提出した。2月ユ8臼第2回論文審査委員会を開催し，73篇の論

文に対し7ユ篇を合格とし，2篇を不合格とした。2月19日の教員会．議において上記委員会の締果が

報告され，単位の取得その他を併せて審議した結果，7ユ名の課程修rがフ承認された。

　　（4）実習

　実習は本研究科の重要な教科であり，環境科学全般にわたって巾広く問魍を把握する能力を滴養

する目的のために基礎実習と野外実習が設けられている。両科目は必修科目であり，1年生の1学

期に設けている。基礎実習を定時に閉催し，野外実習を夏期榊暇中に集中的に実施した。特に本年

度は基礎実習と野外実習を連動化させて，教育効果を高めるように改正した。しかし，連動化に重

点をおき過ぎたために，実習内容が細分化されたものが多くなり，実習対象が狭くなり，閉魍意識

の酒養には役立ったと予想されるが，巾広い間題把握については充分であったとは考えられない。
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今後の検討を必要とする。

　（5）1年生の個人面接

　本年もユ年生全員に対し研究科長が個別に面接を実施し，教育上の問題点の把握につとめ，同時

に学生の全般的指導を効果的に行った。

　6。学生数1修了者数

　60年度入学生は84名であった。合格者数は95名であったので，入学辞退者は11名であり，そのう

ち8名は就職のためであった。新入生中外国人は5名であり，申国2名，台湾3名ですべて私費外

国人留学生である。有職者は4名である。84名中，1名が休学し，1名が他研究科受験のために60

年9月30日に退学した。上記休学者は3月末に退学し，他に1名が他研究科に転科したため，3月

末現在で81名となった。2年生は復学者2名（横井，南場）を含み86名，うち休学者3名（阿久根，

牧野，榎園），退学者2名（内田，村上）の異動があり，8ユ名中73名が論文を提出し，合格者7ユ名

が修了した。

　なお，71名の修了者のうち，筑波大学博士課程へ進学したもの3名，他大学博士課程へ進学した

もの5名，公務員5名，教員4名，関連企業に就職したもの31名，その他となり，有職者7名が原

職に復帰した。

　なお，本年は第ユ学期（7月）修了生はなかった。

　7凹研究科予算

　研究科の運営に必要な経費は，大学院の学生当積算校費（50％が配分）と修士課程委員会で各研

究科に配分される大学院経費，教育審議会関係経費，厚生補導重点配分経費よりなる。その他に旅

費として実地指導旅費の配分がある。修士課程委員会で配分される予算については配分方式が固定

化したため，研究科予算はほとんど定額化した。本年度の予算，決算を表9に示した。

表一9．昭和60年度環境科学研究科会計

　　配分額　（円）
学生当積算校費　　　　14，119，OOO

教育関係経費　　2，187，O00

大学院経費　　　5，319，OOO
　　〃　　　　（j良力口）　　　　　　　　200，OOO

厚生補導重一点配分　　　　　ユ19，OOO

留学生当積算校費　　　　ユ，603，OOO

　　・　　　（追加）　87，OOO

　　支出額　（円）
事務運営費　　　　　　　3，632，480

修士論文指導費　　　　　8，555，796

実習費　　　　　　　　2，479，618

教育運営費　　　　　　　3，232，90ユ

研究科プロジェク、ト費　　4，088，545

厚生補導費　　　　　　124，560
修理営繕費　　　　　　　ユ，273，／00

（小計）　　　　23，634，OOO

節約分　　　　　　一2逢7，O00

合23，387，OOO 合計　　23，387，OOO
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　8。研究科プロジェクト

　研究科の研究活動を活性化することは，環境科学研究科にとり重要な施策であり，この認識は初

代辰巳研究科長の強い指導により創設されたものである。当初，北上川プロジェクト，琵琶湖プロ

ジェクトと呼称された複数のプロジェクト研究が進められた。その後，初期のプロジェクトが一応

の完成をみた後，今後の研究科プロジェクトのあり方について種々討議が行われて来た。研究科プ

ロジェクトの研究科内での位置づけ，その必要性は変化なく，今後も研究科プロジェクトを強力に

押し進めることが同意されている。しかし，プロジェクトの実施計画三形体，予算規模等について

再検討を加えた結果，本年度は広く全教官よりプロジェクト研究の課題を募集することとした。1一芯

募されたなかより本年は4班のプロジェクト研究を発足させることとした（第4回教員会議，7月

決定）。すなわち，

　「環境モニタリングデータの蓄積」　　　　　　　　　　　　　　　　　　世話人　新藤　静夫

　「化学汚染物質の環境における挙動と人間影響」　　　　　　　　　　　世話人　石塚　暗造

　「茨城県南地域の都市形成過程に関する研究」　　　　　　　　　　　　世話人　梶　　秀樹

　「霞ヶ浦環境改善総合評価政策モデル」　　　　　　　　　　　　　　　世話人　河野　博忠

　本プロジェクトの経費として，大学院経費のうち，特別事業費として本研究科に配分された110

万円に研究科の経費を上積みして総額400万円を4つの班に各100万円ずつ配分した。本プロジェク

トの今後のあり方，その評価，教育への還元等については，今後更に検討を加えることにしている。

　9、研究科将来計画

　59年度教授間協議会に設置した研究科将来検討ワーキンググループの検討結果が第ユ回教員会議

（4月）に報告され，これにもとづいて教員会議のもとに将来計画委員会が設置された（委員長

石塚教授）。この委員会の検討結果が答申として第6回教員会議（10月）に提出された。研究科内

における分野のあり方，分野の組織化と教育組織，教員組織との相関について更に慎重に討議し，

10月31日には本件についての討論の場をもち，活発な意見の交換がなされた。以上の経緯を経て，

答申が再度された（第8回教員会議，ユ2月）。その結果，来年度より6分野の名称を変更すること

が決定し，これにもとづいて各分野における教育計画の検討を行うこととなった。

　分野名（旧）地球，生物，化学，生活，環境政策，環境計画

　　　　　（新）自然環境，生物環境，生産環境，環境改善，環境政策，環境計画

　10、研究科の対外的活動

　（1）第8回国立大学大学院環境科学関係研究科長会議

　7月23日，24日の両日神戸大学が当番校となり．開催された。本研究科より山申研究科長および岩

城教授が，事務関係より大学院課の伊藤課長補佐が出席した。

　討議された議題は，

　ユ．地域環境惰報セ㌧ター設置の推進について（北海道大学提出）
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　η固環境科学シンポジウム

　五大学研究科長会議で五大学関連研究科と文部省科学研究費補助金「環境科学」特別研究とのか

かわりについて討議されたが，本年この話し合いのきっかけが出来，59年12月19日に両者の第ユ回

目の会合が実現した。この会合を出発点として1月，2月，3月と計4回の合同会議が持たれた。

結論として本年1ユ月12日～14日に東京で大規模の「環境科学シンポジウム」を開催することが決定

された。本シンポジウムの企画に関して，組織委員会が作られ，運営に関して実行委員会が発足し，

委員拝に山申が選ばれ，実行委員が選出された。実行委員会として，同シンポジウム開催について

の関係組織への周知更に参加への呼びかけを行うこととなった。

　帷。次期研究科長の選出

　山申研究科長の任期満了（61年4月30日まで）に伴い，61年2月！9日の定例教員会議の前に研究

科長の選挙を投票にて実施し，岩城英夫が過半数を得て次期研究科長に選出された。

　13咀研究科の将来の聞題点

　1）概算要求（青表紙の完成）

　本研究科の学生定員は青表紙によれば100名である。昭和52年度に本研究科が設置された時に学

生定員を60名として出発した。以後，毎年学生定員100名に対する概算要求を提出しているが，53

年に10名増，54年に更に20名増が認められ，90名となった。しかし，昭和55年以降も引続いて100

名定員を実現させるべく概算要求を行って来たが，未だ実現するに到っていない。特に62年度の概

算要求においては，学内でのヒアリングが実施され，それにもとづいて審議された結果，現在定員

を充足している研究科の定員増の要求は認められたが，充足していない研究科（環境科学，経営。

政策科学）は認められなかった。この考え方が出された以上，現状下は我々の定員増要求は非常に

困難と言わなければならない。

　研究科の外部への働きかけの原動力は志願者数（入学競争率）であり，入学後の定員に対する充

足率である。61年度入試については，この点に充分に配慮をし，志願者を増加させる努力をし，研

究科始って以来の158名の出願者を得，かつ合格者としてユOO名を決定し，概算要求に対する発言力

を持ったつもりでいたのが，役に立たなかった。我々が今後も100名の定員実現を希望するのであ

れば，入学言丸験に対し一段の努力が必要である。事情が異なるが，入試の競争率からみると，本研

究科は常に下位にあり，全修士課程の競争率の低下をまねいているとの自覚のもとに充分な対策を

講ずべきであろう。

　各研究科の入学訣験の状況を表uに，本研究科の状況を表ユ2にまとめて参考とする。

　2）入学試験

　修士課程のあり方の検討が将来されると予想される。その際の検討資料として出願者，合格者，

入学者の各々にについて筑波大学出身者とそれ以外に区別して表13に示した。出願者の50％以上は

一10一



表一11、 修士課程研究科の志願者数

昭和54年度 昭和55隼度 昭和56年度
研究科 （定壌） 志願者数倍率 合格者叫入学者 志願者数　倍率　合格者叫入学者 志願者数倍率 合格者→入学者

環境科学 （90） 王47 1，63一 84＊叫73幸 114　　1．27　　　■　『 78＊→66＊ ユ17 1．30 81＊→71＊一

…地域研究 （40） 97 2，49 54→35＊ 至08 2．70 62　→53 93 2．43 50 →46

教育障 （25） 49 1．96 27→18＊ 46 ユ．891 30→24＊ 69／／35） 1．97 35 →32
グ　教 （80） ！36 1．70 79＊→65幸 173／（90） 1．92 99→71＊ 214 2．38 103叫78幸

山経営政策 （50） 59 1．18＾ 38幸→36＊ 42 O，89 29＊→25＊ 67 1．34凸 55 →50

｛理工学
（50） 玉03 2．06 4｝＊→35幸 120／（70） 1．72… 68＊→63＊ 186／（80） 2．33 104 叫g8

医科学 （20） 56 2．80 22　→21 92 4．30 2｝　→20 63 3．15 22 →20
体育方法 （20） 45 2．25 19＊→16＊ 41 2．05 23　→23 34 1．70L 24 →23
〃 コーチ（20） 59 2．95 26　→25 58 2，90 25　→20 46 2，30 23 →21
〃　健康 （20） 16 O．80山 13＊→10＊ 23 ユIユ3… ユ8＊→17＊ 27 ユ、35凸 20→ユ9＊
芸術美術 （1s） 35 2．33 17　→17 29 1．93 15→至2＊ 44 2，93 15 吋15
・デザイン（15） 27 1．80山 14＊→13＊ 32 2．67 王6　→16 22 1．47‘ 13幸→12＊

計 （445） 829 1．86 434　→364 878／（475）至．90 484　→410 982／（495）王．98 5垂5 →485

昭和57年度 昭和58年度 昭和59年度
研究科　　（定員） 志願者数 倍率 合格者→入学者 志願者数倍率 合格者叫入学者 志願者数 借率 合格者→入学者

環境科学　（90） 王07 王．ヱ9 71幸→65＊ 132　　王．47 8垂＊叫72＊ 王57 至．74凸 94 →84＊

L …地域研究 （40） 113 2，83 58　→51 ユ07 2．68 59　→52 129 3．23 56 →48

教育障 （35） 57 1．63一 36→28＊ 48 1．37… 36→30辛 43 1．23 3王 叫28幸

＾〃　教 （90） 182 2，02 99＊→79＊ 王63 1．81 86＊→57＊ 166 1．84 100→68＊

｛経営政策 （50） 80 1．60一 55　吋53 73 1．46 54→48＊ 73 1．46 44＊叫39＊

仙 ＾理工学 （120） 178 1，48一 102幸→98＊ 246 20．5 135→97幸 268 2．15 玉53 →127

医科学 （20） 59 2．95 2毎　→24 55 2．75 23 →20 82 4．10 26 →23
体育方法 （20） 39 ユ、95 24→ユ8＊ 39 ｝．95 24 →20 27 ユ．35 22 →20’

L〃　コーチ（20） 54 2．70 27　→25 45一 2，25 27 →27 49 2．45 31 →30
・　健康　（20） 22 王．1O山 i6幸→14＊ 28 1．40山 ！9

→15 20 1．O 17＃→17＊

凹芸術美術　（15） 43 2．87 16　→16 40 2．67 ユ5 →14＊ 47 3．13 18 →18
デザイン（15） 53 3．53 18　→16 34 2．27 20 →19 29 1．93’ 16 →｝6
計　（535） 967 1．80 546　→487 ｝，010　　ユ．89 582叫471 1，090 2．04 609叫518

昭和60年度 昭和61年度 8年閥の平均傭率 8年閥の平均充尼率

研究科 （定員） 志願者数 倍率 合格者→入学者 志願者数 倍率 合格者→入学者 （54－61） （54－61）

環境科学 （90ブ 123 1．37山 95→84＊ 16ユ 1．79山 ユ03 叫86幸 ユ、47 83，5

地域研究 （40） 105 2．63 52　→44 ｝65 4．13 62 →54 2．89 119．7

教育　障 （35） 49 1．40L 36→24＊ 峻9 1．40… 38 →30＊ 1．64 81．9

〃　教 （90） 166 1．84’ 102叫78＊ 王79 1．99’ 104 →74＊ 1．94 80．2

経営政策 （50） 70 ｝．40山 47＊叫44＊ 78 1．56一 47＊→41＊ 1．36 84．O

理工学 （ユ20） 2η 2．26 129→ユユ4＊ 285 2，38 150 叫140 2．05 96．O

医科学 （20） 60 3，00 24　→21 64 3．20 24 →21 3．28 ！06，3

体育方法 （20） 23 1．｝5山 18＊叫16＊ 34 1．70皿 24 一ト23 1，76 99．4

〃 コーチ（20） 53 2．65 24　→23 67 3．35 25 叫24 2．69 12ユ．9

〃　健康 （20） 22 1、｝o 19＊→18＊ 27 1．35山 20 叫19＊ 1．15 80．6

…芸術葵術 （王5） 45 3．O 19　→16 44 2．93 15 →14＊ 2．72 101．7

・デザイン（15） 45 3．0 ｝8　→18 47 3．13 16 →16 2，48 105．0

計 （535） ユ，032 1．93 582　→500 ユ，200 2．24 628 →542 工．96 ■　　　　■　　　　’

注：借率のアンダーラインは，修士課程全研究科の平均倍率より低いもの

　　合格者，入学者の＊は，定員を充足していないもの

　　　8年閥の平均充足度：教育研究科教育（56－61年度），障害児（55－61年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1！一
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常に学外からの出願者であり，その出身大学は全国的に広く分布している。開かれた大学院として，

これらの要望に応えるため，学生定員増の実現を強く希望している。また学外の出願者が80－90名

となっているが，これは更に拡げる必要がある。その結果，入学競争率を全研究科の平均競争率よ

りも上にあげ，かつ定員の充足率を改善してゆけば，ユ）の概算要求の実現につながるものと思う。

更に夜問修士課程をも検討の視野の中に入れておくべきであろう。

　3）研究科の予算

　研究科の運営に必要な予算は定額化され，運用が苦しい。それ以外の原資として，いくつかの案

が考えられ，今後の努力が必要である。

　　イ．概算要求，一般設備費の要求

　一一般設備費の性格が修士課程に適合しにくくなり，いかに適合させるか検討すべき問題点である。

すなわち，筑波大学内では修士課程は高度の職業人の養成，社会人の再教育を目標とするため教育

組織的色彩の強い解釈がされている。しかし，修士課程といえども大学院は研究組織であるから，

教育上の特例の修項を利用した要求は学外では通用し難いであろう。とすれば我々の要求内容は表

に教育効呆をうたいつ・，内部に研究活動にも有用なものを提出しないと結果的に実現＝予算獲得

が難しいものと考えている。

　　口．教育方法等改善経費の要求

　修士課程を教育組織とみなす考え方を利用すれば，修士で予算を堂々と要求できるのはこの費目

しか残されていない。既に河村研究科長の時に王回（昭和58年度），引続いて昭和59年度と本研究

科は2回配布を受けている。しかし，修士研究科においても左程配分を受けていないのが現状であ

るので，今後いかによい計画を立案するかにか・っている。

　ハ、学内プロジェクト

　以前は研究科で学内プロジェクトのAを中請し，採択されて活発な活動が行われた。しかし，

学内プロジェクトから大型のプロジェクト研究がなくなったために，研究科を組織化して申請でき

なくなった。

　二、文部省科学研究費

　現在対」、芯できる科研費の種目としては，総合研究，一般研究（A）がある。研究科で検討すべき

問題である。

4）研究科における情報処理教育のあり方とこれに関連して情報処理機器の整備

5）研究科将来計画

6）研究科プロジェクトのあり方

　紙数の制約を超過したので，これらは問題点の指摘にと“めたので，大方の御意見を集大成して

よりよい研究科への発展を希望する。
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